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研究成果の概要（和文）：　本研究は、江戸中期に急増した藩校の設立と湯島聖堂との関連性を、湯島聖堂の廟
学制（孔子廟と学校が併存する中国唐代～清代の正統的な学校形態）の伝播を軸として考究し、主要な藩校につ
いて漢学教育を中心に据える藩校教育が展開された過程を解明したものである。本研究では、湯島聖堂の廟学制
をモデルとして設立された萩藩校明倫館をはじめとする諸藩校の漢学教育を考察の対象として、文献史料・図像
史料等により、それらの実態を多面的に究明した。

研究成果の概要（英文）：  This research project takes as its central focus the linkage between the 
Yushima Seido and the rapid increase in the establishment of domain schools in the mid-Edo period, 
and in particular the spread of the Yushima Seido's shrine-school complex (this was based on the 
orthodox design of schools in China from the Tang through Qing dynasties, in which a shrine to 
Confucius and the school building existed side by side). This is the central theme of this project 
in explicating the evolution of domain school education, in which Chinese learning occupied a 
central position. The investigation makes use of textual and pictorial sources to elucidate detailed
 events from a multiplicity of perspectives, in order to trace Chinese learning education in domain 
schools which took the Yushima Seido as model, starting with the Meirinkan school of Hagi Domain.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は、(1)江戸中期藩校の漢学教育の実態について、その根底をなしている外国文化摂取の理念に
焦点を当て、東アジア地域の歴史空間の中で共時的に把握し、実証的に解明したものであり、(2)教育における
外国文化摂取の一つのモデルを提示し、世界的に多文化共生がますます進む現代社会において、有効な外国文化
摂取の在り方を考える糸口を示すものであり、(3)日本思想史、日本儒学史、日中文化交流史等の関連分野に新
たな知見と参考となるデータを提供するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、これまで日本教育史の研究を通して、一貫して教育学の視点から、実証的に近
世・近代日本教育制度における漢語・漢学の摂取の目的・対象・方法並びに摂取後の影響を考究
してきた。本研究はそれらの研究の成果・視点・方法を踏まえながら、研究をより一層発展させ
るものである。 
 本研究に関連する研究として、従来の藩校研究には、主に次の三つの分野からのものがある。 
 
(1) 教育史研究者による藩校の制度・形態的な変遷や教科書・教育方法等の教育の内在的事項
についての考察である。その中には、藩校の設立過程及び藩士教育の詳細を紹介したものや、全
国の藩について歴代藩主、藩校と藩政史料など豊富な情報を網羅したものがある。また、昌平坂
学問所の成り立ちについて詳述したものがあるが、昌平坂学問所から藩校への影響については
触れる程度に留まっており、本研究とは主旨が異なるものである。 
 
(2) 思想史研究者による藩校を含む教育全体を対象とした、思想史の視点による藩校の思想史
的な意味についての検討・考察である。例えば、儒者が教育に携わる中で、いかに現実の課題に
対峙したかを論じたものや、漢学の教授法がもたらす効用について論じたものがあるが、本研究
はそれらの研究成果を踏まえている。 
 
(3) 漢文学・漢文教育研究者による検討は、藩校で教えられた漢文に関わる事のみを考察の対
象とする。例えば、漢文訓読法の変遷、東アジア漢文世界における漢文解釈の比較、あるいは漢
文教育史の一部として藩校の漢学教育が検討される。これらの研究は枚挙にいとまがないが、藩
校教育の制度的側面に着目する本研究とは、研究の視点が異なっている。 
 
 以上が主な関連分野の研究成果であり、研究代表者はそれらの研究動向と成果に留意しなが
ら、従来の教育史研究では十分に実態が究明されていない元禄期～天明期における藩校の展開
を、その中心をなしていた漢学教育に着目し、湯島聖堂の廟学制の藩校への伝播を軸として解明
する。 
 
 
２．研究の目的 
 近世日本の幕藩教育制度は、江戸後期、湯島聖堂を幕府直轄化した昌平坂学問所の設立をもっ
て確立したとされるが、江戸中期、将軍綱吉による湯島聖堂の創設を契機として、諸藩が藩校を
設立し、武家社会に漢学教育が普及したことにより、実質的に形成されていた。 
 本研究は、以上の史実を踏まえて、漢学教育を中心とする藩校教育の展開を、幕藩体制の中で
捉え、湯島聖堂の廟学制が藩校のモデルとなり、全国へと伝播したことを軸として、諸藩校設立
の事例を実証的に考察し、当時の日本の政治的・経済的・社会的・文化的な環境の中で、また、
明清交替により変化した東アジア地域秩序の中で、(1)元禄期以後に急増した藩校の設立と湯島
聖堂との関連性、(2)なにゆえ藩校の教育は漢学、特に儒学を中心としたのか、(3)藩の為政者た
ちは漢学による藩士の教育に何を期待していたのか、(4)更に中国のように科挙制度を通して立
身出世できる社会的システムがない日本で、藩校教育における漢学教育がいかなる役割を果た
したのか、を明らかにしようとするものである。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は実証的方法を特徴とし、各地の図書館・文書館等を訪問し、江戸中期、湯島聖堂創設
の影響を受けて設立された諸藩校の漢学教育に関する一次史料を調査することを軸として進め
られた。同時に、関係文献を収集・分析し、武家社会における漢学教育の普及という視点から藩
校教育を考察した。 
 具体的には、国内外に残存する江戸中期藩校教育に関する一次史料を調査し、個々の基礎的な
史実を掘り起こし、各々の藩主・藩校・漢学者等が置かれた政治的・社会的状況の中で捉え、江
戸中期藩校教育において漢学教育が導入された経緯を実証的に解明する方法がとられた。 
研究成果の発信方法としては、各年度において学術論文・学会発表等を通じて、研究成果が社
会・国民に発信された。 
 研究期間中、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行が発生したことにより、現地を訪れて
一次史料を調査収集することが制限されたため、それに代えて文献調査の比率を高め二次史料
により史実の解明に努め、漢学教育を中心とする江戸中期藩校教育とその廟学制の実態に関す
る史実を解明するという研究目的を達成した。 
 
 



 
 
 
４．研究成果 
(1) 近世日本の幕藩教育制度では、寛政九年（1797）幕府が設立した昌平坂学問所が最高学府
として、諸藩校の模範となる地位を占めたが、実際には、元禄三年（1690）将軍綱吉の命によっ
て湯島聖堂が設けられ、孔子祭祀と儒学教学が併存する廟学制の学校が完成されていた。綱吉は
自らの治世の策として儒学の普及に尽力し、湯島聖堂で自ら大勢の大名・幕閣を前に頻繁に儒学
の講義をし、また度々、大名・幕閣に目の前で儒学を講じさせた。それゆえ、大名・幕僚の間に
儒学を学ぶ風潮が勃興した。 
 その影響により諸大名は藩士の人材養成のため藩校を設立した。それらの中には、湯島聖堂に
倣って廟学併存の形態で作られた藩校が多かった。湯島聖堂の設立以前、藩校は全国で数校しか
なかったが、聖堂の完成後、寛政期の前までに数十校にまで急増した。これら全ての藩校では漢
学が教えられており、その内容は儒学の経典である四書五経の読解であった。 
 
(2) 研究代表者がこれまでの研究により得た幕藩体制下の漢学教育の実態と理念についての知
見を更に深め、とりわけ将軍綱吉が実行した湯島聖堂の創設と文官職である大学頭職位の新設、
将軍自らの頻繁な儒学講義、大名・幕閣との儒学輪講等が、諸藩の藩校設立、藩校の学校様式、
教学内容、教授の人事等に対していかなる関連性をもったのか、米沢藩の興譲館、萩藩の明倫館
等、代表的な廟学制の形態を取る藩校について調査し、藩校の成立において湯島聖堂が絶大なイ
ンパクトを与えたことを実証的に解明した。 
 
(3) 従来の日本教育史のカテゴリーを超えて文化史の視角から、広く藩校での漢学教育に係る
文献史料を発掘収集し、孔子廟の建築、学舎の格式、釈奠の儀式等を記録した絵画、図像史料や
詩文等にも注目し収集して、①中国にある同時代の関係史料との比較研究を行い、その異同を明
らかにした。②諸藩校で行われた孔子廟建立と釈奠儀式実施の実態を解明し、日本の廟学制学校
における祭祀と教学の様相を明らかにした。 
 
(4) 東アジア地域の歴史空間に起きた明清交替が、日本の藩校漢学教育にいかなる影響を与え
たかを、幕府・諸藩の権力中枢に近い知識人たちの言動・思考・認識の変遷によって検討し、東
アジア地域同時代史の中で多面的に、諸藩校漢学教育の実態・理念・目標を正確に把握し、併せ
て、それが寛政の改革後の幕府官立学校と各藩校の確立にいかなる関わりをもったかについて、
通時的な理解を得た。 
 
(5) 中国では、唐代にすべての官立学校が孔子廟を設置することを求められ、廟学制が制度化
されて以降、廟学制は学校の標準的な形態となったが、日本では、諸藩において為政者のその
時々の政治的必要に応じて学校と孔子廟が設置されたため、必ずしも順調に廟学制が整えられ
た訳ではなかったという史実を明らかにした。 
 
(6) 本研究の特色は、①文化史研究の知見を取り入れ、従来の日本教育史のカテゴリーを超え
て、江戸中期の藩校漢学教育を東アジアの共時的な出来事として捉え、同時に、後の教育制度の
確立を見据え、通時的な研究の対象にした点、②文献史料の発掘・分析と絵画等の図像史料の調
査・分析に基づき、政治・経済・社会・文化の脈絡の中に織り込まれた藩校の漢学教育について、
教学の側面と共に祭祀の側面―孔子廟・釈奠―の史実を究明することによって、藩校の漢学教育
の実態と本質を明らかにした点、③藩校の漢学教育の様相・本質を外国文化摂取という側面から
考察した点である。この視点により、近世日本の幕藩教育に関する新たな知見が得られた。 
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